
様式６－２

契約年月日

契約業者名

契約業者の住所

工事の名称

工事場所

工事種別

工事概要

築堤護岸工事　　　　　　　　　　　　　　１式
　築堤　３７５ｍ　　護岸２３７．９ｍ
　河川土工　　　　　　　　　　　　　　　１式
　　掘削　　　　　　　　　　約５０，９００m3
　　盛土　　　　　　　　　　約２２，０００m3
　　法面整形　　　　　　　　　約９，８００m2
　伐木除根　　　　　　　　　約２６，０００m2
　矢板護岸工　　　　　　　　　　２３７．９ｍ
　　鋼矢板（10H　7m）　硬質地盤クリア工法
２５枚
　　鋼矢板（10H　7.5m）硬質地盤クリア工法
２１５枚
　　連節ブロック張り　　　　　　２，５８４m2
　　張芝　　　　　　　　　　　　５，７２０m2
　　根固めブロック据付　　　　　　　４８２個

　付帯道路工　　　　　　　　　　　　　　１式
　　砕石舗装（天端、2,3号坂路）約１，２００
m2
　　ｺﾝｸﾘｰﾄ舗装（川表坂路）　　約１，２００m2
　光ケーブル配管工　　　　　　　　　　　１式
　構造物撤去　　　　　　　　　　　　　　１式
　仮設工　　　　　　　　　　　　　　　　１式

工期（自）

工期（至）

変更前の契約金額

変更金額

変更後の契約金額

 佐田建設（株） さいたま支店

一般土木

埼玉県東松山市葛袋地先

Ｒ４都幾川右岸葛袋築堤護岸他工事

埼玉県さいたま市大宮区浅間町２丁目２５２番地

令和５年４月２０日

最終　契約変更の内容

５９３,３１８,０００円（税込み）

　＋ １１３,３００,０００円（税込み）

令和 6年 7月 29日

４８０,０１８,０００円（税込み）

令和６年７月３１日



変更理由

１．矢板護岸工
　地質調査の結果、当初想定していた土質条件に相違があったため、鋼矢板延長及び施工
方法に変更が生じたため、矢板工を増工する。
２．河川土工
　起工測量及び現地調査の結果、現地条件に変更が生じたことから、盛土工（ＩＣＴ）を
増工する。
　ＩＣＴ施工協議の結果、ＩＣＴでの施工数量を増したことから、掘削工（ＩＣＴ）及び
盛土工（ＩＣＴ）を増工する。
３．根固め工
　修正設計の結果、矢板護岸の前面の先掘防止対策が必要となったため、根固めブロック
工を増工する。
４．仮設工
　試掘調査の結果、発掘調査の対象箇所となったことから、施工の取り止めが生じた。上
記に伴い、工事用道路工 指定仮設を削除し、仮設工を減工する。
５．構造物撤去工
　現地精査の結果、撤去物追加に伴い付属物撤去工及び構造物取り壊し工、運搬処理工を
増工する。
６．付属施設工
　現地精査の結果、河川管理上の安全対策として転落防止柵を設置することとなったた
め、防護柵工を追加し、付属施設工を増工する。
７．法覆護岸工
　現地精査の結果、取り付け部の構造のに直しに伴い、コンクリートブロック工（連節ブ
ロック張）を増工する。
８．堤防養生工
　現地精査の結果、樹木伐採範囲の変更に伴い、伐木除根工を増工する。
９．共通仮設費
　上記の施工数量変更に伴い、運搬費及び準備費を増工する。
　ＩＣＴ施工の実施に伴い、必要経費の計上により技術管理費を増工する。
１０．工期は元設計とおりとする。


